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［目的］早産の 原因の なか で 絨 毛羊膜炎の 重要性

が注 目されて い る．頸管炎は解剖学的に絨毛羊膜

炎の前段階と推定 されるため，頸管炎の 診断や治

療は早産の 予知や予防に役立 つ と考え られ る．頸

管粘液 の 細菌培養やグラ ム染色標本の鏡検所見，

淋菌お よびChlamydia　trachomatis 抗原の 検出な ど

か ら頸管炎を診断し，そ の 際の 頸管粘液 中の 顆粒

球エ ラ ス ターゼ活性を測定 しそ の 有用性を検討 し

た， 匸方法］早産の 原因とな るよ うな母体の産科

的，内科的合併症や胎児奇形，羊水過 多，多胎妊

娠な どの ない 109症例の妊婦を対象とし，前方視

的に妊娠10週，20週，30週前後に ， 腟分泌物と頸

管粘液 の グラ ム 染色標本の 鏡検や分離菌の 同定を

行 っ た．併せ て，淋菌 （DNA プ ロ
ーブ法 ） と

Chlamydia　tTachornatis抗原 （n）EIA 　Chユamydia ）の

検出を行 っ た．頸管粘液顆粒球 エ ラ ス タ
ーゼ活性

は，Krampsらの 方法で 測定 した．以上 の検査 を

延 べ 217例にお い て施行 した，頚管炎は Brunham

らの ，またBacterial　vaglnosis はSpiegelらの 報告を

基に作成 した基準により診断 した，　 匚成績］頸管

炎は延 べ 13症例で認め られ，正 常群と較べ 頚管粘

液顆粒球 エ ラ ス ターゼ 活性は有意 （pく O．OOI） の

上昇が観察された．抗生物質な どに よる頚管炎の

治療に より，頚管粘液顆粒球エ ラ ス タ
ーゼ活性は

減少 した．Bacterial　vaginosis は延 べ 20症例 で み ら

れ，頚管粘液顆粒球 エ ラス ターゼ活性は有意

（p＜ 0．01）．に 上 昇 した．　 ［結論］1．頚管粘液顆粒

球 エ ラス タ
ーゼ活性は妊娠時の 頚管炎を予知 ・診

断す る上で有用であ り，また抗生物質などに よる

頚管炎の 治療効果を知 る の に役立 つ と考え られ た．

2．BaCterial　vaginosis は頚管粘液顆粒球 エ ラ ス ター

ゼ活性の上昇に影響する こ とをは じめて示 した．

　［目的｝子宮内感染お よび腟内胎胞脱出 （脱出）が

頚管縫縮術後の妊娠予後に与え る影響 に つ い て検討

する こ とを目的とした。　［方法］2nd 　trimesterで

頚管縫縮術を行っ た単胎未破水の 26症例 を対象と

した 。 子宮内感染Q指原に｝ま、羊本中顆粒球エ ラス

タ
ー
ゼ値 （羊工 ）を用いた 。 羊工 は 、 患者の 同意 を

得て経腹的に採取 した羊水 を検体と し てELISA 法

により測定し、対照群 （Ct、30例）の Mean十2SD

を越える値を異常値とした 。 術前の 羊工 によ り正常

群（13例Σと異常群（13例）に、また脱出の 有無によ り

脱出群（10例）と非脱 出群（16例）に分けて 、妊娠予後

を比較検討 し た。 ［成績］  いずれ の 群 にお い て も

手術時の妊娠週数、子宮 口開大度に差はなか っ た。

  術前の 羊工 は 、 Ct（81± 58 μ g／L　Mean ± SD ）

な らびに 正 常群（68± 57）よ り異常群（1723± 1702＞

が高値であ っ た（P ＜0．01）。  手術前後で の羊工 の

変動に関して は、 正常群（＋174±430）と非脱出群（
−

318 ± 1399）で 差はなか っ たが 、 異常群（＋ 1912±
2631）と脱出群（＋2778± 1622）において 術後に有意

に上 昇 した （い ず れ もP 〈 0，05）。  preterm

PROM の 発 生 率は 、正 常群 （15．8％）、非脱出群

（18．8％）に対 し、 異常群（53．8％）と脱 出群（60％）で有

意に高か っ た （いずれ もP＜0．05）。  術後 の妊娠

延長 日数は、正常群（74．2± 27．9日）と異常群（35．5
±42．2日 、 P＜0，05）、脱 出群（26．0± 32．9日）と非

脱 出群（65．8± 34．6 日 、 P＜O．Ql）の 間でそれぞれ有

意孝を認めた． ［結論］術前の 羊工 異常群お よび脱

出群 は、  頚管縫縮術後に お い て 子宮内感染の増悪

とpreterm 　PROM が起 き易く、  妊娠延長 日数が

短い、こ とが明らかに された。こ れ らの症例に対し

て は手術前後におけるよ り慎重な管理が必要と考え

られ る。
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